
第八回ＫＪＳ(京都ジュニア)将棋大会 結果報告 

 

去る４月 29 日(祝) ひと・まち交流館京都にて、第八回ＫＪＳ(京都ジュニア)将棋大会を行いました。

小中学生９５名が参加し、中学生クラス(27 名)、小学校高学年クラス(35 名)、小学校低学年クラス(33 名)

に分かれ熱戦が繰り広げられました。 

ゲストには、日本将棋連盟から北村桂香女流初段、立命館大学から藤井奈々さん(全国高等学校将棋選手権

女子の部２連覇)をお迎えし、予選敗退した小中学生との指導対局をお願いしました。 

 各クラス共白熱した戦いが繰り広げられ、大人顔負けの指し手が連発するレベルの高い大会になりました。 

中学生クラスは井上君が昨年秋に続き２連覇、小学校高学年クラスは小学生名人戦滋賀県代表の高橋君が制

し、小学生低学年は山下君が初参加、初優勝を飾りました。 

また、今回は横浜市から参加も方もいらっしゃって、注目度の高さを実感しました。 

 

平成 28 年５月８日  

京都梅津支部長 棋道師範 清水忠治 

 

 

 

 

 

＜大会の成績＞ 

 優勝 準優勝 三位 三位 

中学生 井上裕貴 

開成中学校３年 

佐藤永琉 

志賀中学校２年 

山内孝祐 

嵯峨中学校２年 

水原朔 

洛南高校附属中学校２年 

小学生

高学年 

高橋健 

平野小学校５年 

後藤奨佳 

平野小学校６年 

岡田想太 

牧の台小学校６年 

井上翼 

洛南高校附属小学校５年 

小学生

低学年 

山下数毅 

京極小学校２年 

大西佑哉 

御園小学校３年 

谷口泰斗 

梅津北小学校３年 

加藤倫 

治田小学校３年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜大会の様子＞ 



 


